
向
け
て
日
頃
の
人

流
、
物
流
の
担
い
手

と
し
て
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝

と
、「
健
康
に
留
意

さ
れ
て
今
後
も
安
全

運
航
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
『
C
　

t
o  

S
e
a
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　
ご
当
地

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
への

参
加
を
通
し
て
、
多

く
の
方
に
海
や
船
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
情
報
発
信
し
な

が
ら
「
C  

t
o  

S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

C  

t
o  

S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ご
当
地
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
平
成

30
年
2
月
に
「
S
T
U
48
」

が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
任
命
。

地
方
で
も
ご
当
地
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
任
命
し
、
中
国
運
輸

局
、
神
戸
運
輸
監
理
部
に
続

き
、
沖
縄
は
3
番
目
。

　運
輸
部
総
務
運
航
課

☎
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ー
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仕
事
の

【運輸部】

自賠責制度広報・
啓発期間について
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6
月
17
日
、「
令
和
元
年
度
陸
運
関
係

功
労
者
表
彰
式
」
が
沖
縄
総
合
事
務
局

陸
運
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、自
動
車
関
係
事
業
（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
運

送
事
業
や
自
動
車
の
整
備
事
業
、
販
売

事
業
な
ど
）
に
従
事
す
る
役
員
、
従
業
員

で
当
該
事
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
や
永
年
に
わ
た

り
業
務
に
精
励
し
、
他
の
模
範
と
な
る
方

に
対
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
事
業
役
員
4
名
、

従
業
員
3
名
、
自
動
車
運
転
者
10
名
、

自
動
車
整
備
士
8
名
、
運
行
管
理
者
5

名
の
計
30
名
の
方
々
に
対
し
て
、
陸
運
事

務
所
長
（
宮
里
正
吉
）
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
陸
運
事
務
所
長
の
受
賞

者
へ
の
激
励
の
挨
拶
、
表
彰
状
の
授
与
、

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
沖
縄
バ

ス
株
式
会
社
の
玉
城
勝
也
氏
が
「
諸
先
輩

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の

励
ま
し
と
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
心
か
ら
感

謝
し
、
今
後
も
尚
一
層
業
務
に
精
進
し
、

次
代
を
担
う
後
輩
の
育
成
に
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
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仕
事
の

【
運
輸
部
】

令
和
元
年
度
陸
運
関
係
功
労
者

陸
運
事
務
所
長
表
彰
式

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
〜

一日船長を囲み記念撮影一日船長（滝田まな氏）による船内巡視

受賞者（自動車整備士）との記念撮影
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仕
事
の

【
運
輸
部
】

『
C
　t
o
　S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
当
地
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』

　
国
土
交
通
省
で
は
「
C
　
t
o
　

S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
子
ど

も
や
若
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
に
海
や
船
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
体
験
な
ど
の
海

に
触
れ
る
機
会
の
促
進
や
、
海
事
・
海
洋

に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
を
推
進
す
る
取

り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
海
と
船
の
楽
し
さ
を
伝
え
、〞ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
〞
す
る
役
割
と
し
て
『
C
　
t
o

　
S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
ご
当
地
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
（※

）』
が
全
国
各
地
で
任
命
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に

お
い
て
は
、
歴
代

の
那
覇
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
で

組
織
す
る
「
那
覇

観
光
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
に
決
定
し
、

7
月
19
日
に
任
命

式
を
行
い
ま
し
た
。

　『
C
　
t
o
　
S
e
a
プ
ロ
ジェク
ト
　
ご

当
地
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』
の
初
仕
事
と
し
て

7
月
29
日
、
泊
埠
頭
で
那
覇
〜
渡
名
喜
〜

久
米
島
航
路
を
運
航
す
る
「
フ
ェ
リ
ー
海

邦
」
の
一
日
船
長
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、

船
内
の
点
検
、
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
船
長
を
は
じ
め
と
す
る
乗
組
員
に

　陸
運
事
務
所

☎
0
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ー
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～忘れちゃいけない「自賠責」～

○「自賠責」は、交通事故の被害者を救済するとともに、万が一加害者となってしまった場合
に備えるための保険です。
○「自賠責」は強制です。でも、かんたんに加入できます。

　国土交通省及び沖縄総合事務局運輸部では、令和元年 9月 1日から 9月 30日までの 1ヶ月間を「自
賠責制度広報・啓発期間」と定め、自賠責制度の重要性や役割、無保険・無共済車による運行の違法
性などについて広報・啓発活動を実施し、自賠責保険・共済への加入促進を図っています。
①ポスター・リーフレットによる広報の実施
　地方公共団体、公共施設などにポスター掲示依頼・リーフレット配布を行い、自賠責保険・共済
への加入を呼びかけます。
②関係業界と連携した街頭啓発活動の実施
　（一社）日本損害保険代理業協会と共同で自賠責制度について街頭 PR活動を実施します。
③監視活動の推進
　大型商業施設、駅前駐輪場などにおいて街頭監視活動を積極的に実施し、有効期限切れやステッ
カー（自賠責保険・標章）の表示がなされていない原動機付自転車や軽二輪車に対し、「通知書」
を交付し加入状況を確認させるなどの注意喚起をします。

　小さくて小回りのきくバイクは手軽な移動手段としてよく
利用され、特に維持費が安い軽二輪（排気量 250cc 以下の
バイク）・原動機付自転車が人気です。しかし、軽二輪・原
動機付自転車は車検制度が無く、自賠責保険・共済の有効期
限切れに気付かずに使用されることが見受けられます。
　沖縄総合事務局では、大型商業施設や駅前駐輪場などを中
心に、自賠責保険・共済の期限切れの疑いがあるバイクに注
意喚起を行っており、平成 30 年度は 31，829 台中、2，
118 台（約 7％）に自賠責保険有効期限切れの疑いがあると
して、通知書を交付しました。
　自賠責保険・共済制度について、従前より広報・啓発に努
めているものの、依然として無保険・無共済車による事故が
後を絶たないことから、より積極的に広報することとしてお
ります。

～自賠責保険・共済の有効期限切れバイクへの監視活動～

担当課：運輸部陸上交通課保障係 098-866-0031（内線 85367・85368）

自賠責って？

詳しくは を検索自賠責保険ポータルサイト
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